
都市と農村が連携して交流事業を立ち上げる計画を作成し
た皆さん（民間団体・市町村）を対象に、グリーン･ツーリズム
の推進に必要な施設の整備費用の１/２を助成します！

（※公募に応募していただく必要があります）

農林水産省の提案（その２）

公募や事業の内容についてのご相談、問い合わせ先は・・・公募や事業の内容についてのご相談、問い合わせ先は・・・

農林水産省 農村振興局 都市農村交流課 03-3502-0030

東北農政局 農村計画部 農村振興課 022-261-6734
関東農政局 農村計画部 農村振興課 048-740-0492
北陸農政局 農村計画部 農村振興課 076-232-4531
東海農政局 農村計画部 農村振興課 052-223-4630
近畿農政局 農村計画部 農村振興課 075-414-9051
中国四国農政局 農村計画部 農村振興課 086-224-9416
九州農政局 農村計画部 農村振興課 096-353-7435
内閣府沖縄総合事務局 農林水産部 経営課 098-86６-1628

道の駅や

街なか直売所

農家レストランや

農林水産物加工施設

○例えばこんな施設が作れます！

グリーン･ツーリズムの

実践トレーニングができます！！

（提案その１をご覧ください）

いろいろな施設が

整備できます！！

（提案その２をご覧ください）

廃校や空き家を

活用した交流施設

まずは電話をしてみよう！！まずは電話をしてみよう！！

施設を活用してグリーン･ツーリズムの推進！

農山漁村の皆さん（市町村、農協、NPO法人や農林漁業者団体）へ

グリーン・ツーリズムに
取り組みやすくなります！

～グリーン･ツーリズム促進等緊急雇用対策～

経済危機対策による補正予算で新たな助成が受けられます！

グリーン･ツーリズムに

取り組んでみたいけれど

経験もないし不安だなあ・・・

取り組みに必要な

施設もないし・・・

経済危機対策
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みんなを
やる気にさせるには
どうしたらいい？ お客さんを受け入れるため

中心となる人材を
どうやったら育成できるの？

①地域での合意形成
②中心になる人材育成

実際にお客さんが来たとき
どうやって対応すれば

いいのかな？

③受入体制の整備

農林水産省の提案（その１）

地域を挙げて交流事業を立ち上げる計画を作成した

農山漁村（民間団体・市町村）を対象に

次の実践トレーニング経費について、

１，０００万円を上限に助成します！
（※公募に応募していただく必要があります）

○農山漁村での機運醸成、合意形成を図ろう！

・地域でのワークショップ開催

【例】会議費用、講師謝金等の経費など

○交流事業の中心を担う人材を育成しよう！

・先進地域での半年間の実践トレーニング

【例】先進地域への派遣旅費、滞在費用など

グリーン･ツーリズムの実践トレーニングメニュー

グリーン･ツーリズムに取り組んでみたいけど・・・？グリーン･ツーリズムに取り組んでみたいけど・・・？

こんなことでお悩みではありませんか？こんなことでお悩みではありませんか？

○地域の受入体制を整備しよう！

・グリーン･ツーリズム受入計画の作成

【例】地域資源調査費、専門家招へい費用など

グリーン･ツーリズムとは、都市と農村の共生による

「緑豊かな農山漁村での滞在型余暇活動」のこと。

農山漁村で
のんびり

過ごしたい！

農山漁村で
いろいろ

体験してみたい！ 農山漁村の雇用創出！
地域経済の活性化！

農業体験などを通じ、地域
への入込客の増加

取組効果

そんな悩みを抱えつつも

意欲ある地域の皆さんの取組を

農林水産省が応援します！！

地域ぐるみで
グリーン･ツーリズムに
取組みませんか？

都市住民のニーズは近年高まっています。

翌年度から地域ぐるみの交流事業を実践できます。

交流施設として

廃校や空き家を活用！

先進地でトレーニング

した人材の力

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

地
域
活
性
化
！
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②

③


